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9 スニチニブによる手足症候群に対し
    漢方薬が有効であった一例
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（はじめに）2014年から提唱されている概念が、Genitourinary 
Syndrome of Menopause（GSM・閉経関連尿路生殖器症候群）
である。閉経に伴う外陰・腟の萎縮変化およびそれに伴う不快な
身体症状で、中年以上の半数以上の女性が影響されているとされ
る。GSM症状としては、腟乾燥感・性交時の潤い不足・性交時不快
感・腟と外陰のムズムズ/灼熱感/掻痒・頻尿・尿意切迫感・再発性
膀胱炎等がある。外陰部の所見としては、尿道口の円形化、腟前庭
部の乾燥、小陰唇の短縮などが認められる。治療は、性ホルモンの
局所投与やレーザー治療である。一昨年、昨年の今学会で、我々
は、ＧＳＭ患者の舌は、乾燥舌である場合が多く、なんらかの目の
症状を訴えている人が多いと報告した。
今回これらの患者のうち、清心蓮子飲が著効した患者の症例に関
して報告する。
（症例）５７歳、女性
（主訴）陰部乾燥感・頻尿・口腔内乾燥感
（現病歴）５２歳で閉経、５５歳頃から頻尿と陰部乾燥感あり、さら
に最近口腔内乾燥感が著しくなってきたため、漢方治療を希望さ
れて来院された。
（現症）脈：沈弱、舌：乾燥しているが白苔なし、腹：動悸（＋）軟弱
尿沈査：異常なし、尿タンパク（―）、
（経過）口渇、頻尿、尿所見正常からツムラ清心蓮子飲7.5 3.を開始
した。４週間後口の渇きがすこし改善。８週間後陰部乾燥感が改
善、１２週間後には頻尿の症状も軽快した。
（考察）フェムゾーン（腟と外陰）の症状に加え、乾燥舌と目の症状
がさらにあった場合は、外陰部のケアに加えて清心蓮子飲が著効
する例があることが示唆された。

 【緒言】がん治療において、分子標的治療薬の副作用である手足
症候群はしばしば臨床的に問題となる。根本的な治療法はいまだ
確立しておらず、発症例では休薬や治療の変更を必要とされるこ
ともある。スニチニブでは約2/3に手足症候群を発症するとされて
いるが、今回、我々は十全大補湯が著効した一例を報告する。
【症例】82歳男性。主訴は手指の皮疹、疼痛。Ｘ-6年より夜間尿に対
して当科外来でフォロー中であった。Ｘ-2年に下大静脈塞栓の精
査が行われ、右腎細胞癌による腫瘍塞栓の診断となり、右腎摘出
術が施行された。手術後よりスニチニブによる治療が開始された。
治療開始2週間頃から、同剤の副作用と考えられる全身倦怠感、血
小板減少、下痢、指先の痺れ等が出現したものの、服用量を調整
することで対処していた。Ｘ年1月に腰部脊柱管狭窄症による下肢
麻痺のため手術が行われ、その後リハビリが開始された。これを
契機に一旦スニチニブを休薬。しかし、4月の検査で既知の肺転移
病変の増大及び新規病変を認めたため、スニチニブを再開。6月に
両手の浮腫、発赤、こわばりが出現したため、保湿剤にて様子を見
ていたものの、手の皮が剥けてチクチクと痛むという症状も出現し
たため、証を再考した。
【経過】和漢診療学所見としては、脈候ではやや沈・やや虚・やや
小、舌候では舌質は暗赤色で微白苔を被り、腹候では腹力やや軟
弱、腹直筋攣急、小腹不仁を認めた。全身倦怠感などの気虚の徴
候も認め、和漢診療学的に陰虚証、気血両虚と診断し、六君子湯と
真武湯の併用から十全大補湯に転方した。十全大補湯開始3週間
後には、明らかに皮膚症状が改善し、全身倦怠感の改善も認めた。
十全大補湯服用により、スニチニブを変更することなく治療を継
続することが可能であった。
【考察】スニチニブの副作用として、手足症候群と全身倦怠感が知
られている。これを和漢診療学的に捉えると気血両虚の病態であ
り、十全大補湯の適応である。患者のQOLを低下させる手足症候
群に対しては、保湿剤やステロイド外用薬など対症療法で様子を
見ざるを得ないのが現状のようである。本症例からはスニチニブ
を含めたがん治療の副作用に対し、漢方治療が有効である一群
が存在する可能性が示唆された。また、漢方治療を併用すること
で、QOLを維持し、原疾患の治療を継続・完遂することも重要であ
る。超高齢社会を迎え、がん患者が増加している本邦においては、
がん治療に漢方治療を上手に取り入れていくことが実地臨床にお
いて有意義と考えられる。


